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資料５ 

八王子ビジョン 2022 の関連施策  

第 4 編 安心・快適で、地域の多様性を活かしたまち 

第 1 章第 1 節 27 3 主要駅周辺の整備 

 駅前のにぎわいを創出するため、誰もが利用しやすく往来しやすい駅

周辺の整備をすすめます。 

 JR 八王子駅と京王八王子駅周辺の一体整備をすすめます。 

第 3 章第 1 節 32 １ 交通環境の改善 

 市民が快適に移動できるよう、幹線道路などの整備を計画的にすすめ

ます。 

 利用者の安全性や利便性を高めるため、主要駅周辺の整備をすすめ

ます。 

 2 交通渋滞の緩和推進 

 右折レーンの設置などによる交差点改良をすすめるとともに、JR 横浜

線の立体交差化及び国道 16 号バイパス無料化などを促進します。ま

た、JR 中央線の立体交差化についても JR に働きかけていきます。 

 自動車から公共交通への利用転換を促進します。 

 3 交通安全教育の推進 

 市民一人ひとりの交通安全意識の向上を図るため、関係機関と連携

し交通安全教育を充実します。 

 自転車利用者のマナー向上を目指した交通安全教育を強化します。 

第 3 章第 2 節 33 1 自転車交通の推進 

 環境負荷の少ない自転車の安全な利用を促進するため、走行環境や

自転車駐車場の整備などを推進します。 

 2 道路の安全・快適性向上 

 安全な道路環境を確保するため、狭い道路の拡幅や交通安全施設の

整備をすすめます。 

 子供をはじめとした歩行者の安全性を確保するため、各地の実情に配

慮し、通学路などの安全対策に努めます。 

 地域住民による道路アドプト制度をさらに推進します。 

第 3 章第 3 節 34 １ 広域・主要幹線道路の整備 

 圏央道八王子西インターチェンジから関越道方面へのアクセスを確保

するとともに、地域を支える幹線道路の整備を推進します。 

 周辺都市への道路 交通の連絡 性を高めるため、主 要幹線道路の整

備を国や都に働きかけていきます。 

 2 近隣自治体等との連携強化 

 相模原市のリニア中央新幹線中間駅開設に向け、本市に新たな人の

往来や物流を創出するため、相模原市をはじめとする近隣自治体との

連携体制を構築します。 

 市内交通機関の充実をはかるため、多摩都市モノレールの八王子駅

までの延伸を関係機関に働きかけていきます。 

 



 現在の交通体系の主な課題（案）その１  

 

①都市計画道路  

・広域幹線道路を補完する道路の取り扱い  

  （圏央道、新滝山街道は概ね完了、国道 16 号バイパス無料化予定）  

・長期未実施の都市計画道路の取り扱い  

・市外との連係強化  

   

②モノレール  

・リニア中央新幹線と、多摩都市モノレール    

   

③バス  

・交通不便地域への対応（地域公共交通、はちバス）  

・路線バスの課題？    

・高齢化に伴う、バス乗り場などの利便性・快適性の向上  

   

 ④中心市街地  

・中心市街地の道路の幅員不足、老朽化、歩きにくさ  

・旭町・明神町地区周辺まちづくりの開発に伴う新たな交通需要の発生  

・駅前への一般車両や、企業バスの寄り付き  

・高速乗り合いバスの取り扱い   

 

⑤拠点地域  

・高尾地区、川口物流、インター北、ラピス跡地周辺の交通対策  

・高尾山観光客の八王子市内への呼び込み  

     

⑥自転車  

・自転車利用の増加と事故の増加  

・自転車走行空間への社会的ニーズ  

・レジャーサイクルの取り扱い  

・自転車マナー  

 

⑦生活道路  

・生活道路の安全対策（通学路など）  

 

⑧その他  

・道路や橋梁の老朽化への対応  

 


